
１．研究主題 

ＧＩＧＡスクール構想に応じた１人１台端末を活用した指導の工夫 

～chromebook を活用し，関数や図形の性質を主体的につかむ授業～ 

 

２．主題設定の理由 

（１）本校の教育目標の観点から 

 本校の教育目標は，「自立貢献」であり，目指す生徒像の４つの柱は「よく考え，正しく

判断して行動する生徒」「主体的に学習する生徒」「思いやりの心で友と接することができる

生徒」「健康と安全に心がけ進んで体力を高める生徒」である。ＩＣＴ機器やネットワーク

などを活用し，よりよい学習環境を作り，生徒が意欲的に学習に取り組む工夫が必要である。 

 

（２）本校の生徒の実態から 

 本校は全校生徒 257 名の中規模校である。１学年２学級，２，３学年は３学級，特別支援

学級は２学級ある。現在数学の授業は一斉指導のみで少人数指導は行われていない。生徒た

ちは意欲的に授業に取り組むが，小学校時代から家庭学習が身についていない生徒が多い。 

 また印西市では２０２０年度より生徒１人に１台「chromebook」が配布されており，印西

中学校では，クラスルーム，スプレッドシート，ロイロノートといった機能を授業にも積極

的に取り入れている。 

 事前アンケートの結果は以下の通りである。（対象生徒１８８名） 

 そう思う やや 

そう思う 

あまり 

思わない 

そう 

思わない 

数学が好きである 8.5% 10.6% 70.2% 10.6% 

数学の計算をすることは 

好きである 
23.9% 34.6% 35.6% 5.9% 

関数やグラフを用いて予測を 

立てることは好きである 
12.8% 21.3% 52.1% 13.8% 

図形の面積や体積を求めたり， 

性質を知ることは好きである 
13.3% 23.9% 48.9% 13.8% 

データをまとめたり，そのデータ 

から考察をすることは好きである 
11.7% 31.9% 46.8% 9.6% 

数学の学習をもとに将来の仕事に

役立てていきたい 
2.1% 7.4% 55.9% 34.6% 

「数学が好きである」という質問に「そう思う」「ややそう思う」と答えた生徒は，全体の

19.1％であった。「数学の計算をすることは好きである」という質問には肯定的な解答が

58.5％と最も高かった。一方「数学の学習をもとに将来の仕事に役立てていきたい」という

質問に肯定的な解答を示したのは，9.6％とかなり低かった。 



（３）文部科学省「ＧＩＧＡスクール構想」から 

令和元年度に文部科学省より，児童生徒向けの１人１台端末と，高速大容量の通信ネット

ワークを一体的に整備するための経費が盛り込まれた。Society 5.0 時代に生きる子供たち

にとって，ＰＣ端末は鉛筆やノートと並ぶマストアイテムである。今や，仕事でも家庭でも，

社会のあらゆる場所でＩＣＴの活用が日常のものとなっている。これまでの教育実践の蓄

積の上に，最先端のＩＣＴ教育を取り入れ，ＩＣＴとの連携を図っていくことにより，これ

からの学校教育は劇的に変わりゆくものとなっている。 

この新たな教育の技術革新は，多様な子供たちを誰一人取り残すことのない公正に個別

最適化された学びや創造性を育む学びにも寄与するものであり，特別な支援が必要な子供

たちの可能性も大きく広げるものである。 

また，１人１台端末の整備と併せて，統合型校務支援システムをはじめとしたＩＣＴの導

入・運用を加速していくことで，授業準備や成績処理等の負担軽減にも資するものであり，

学校における働き方改革にもつながっていく。 

忘れてはならないことは，ＩＣＴ環境の整備と活用は手段であり目的ではないというこ

とである。子供たちが変化を前向きに受け止め，豊かな創造性を備え，持続可能な社会の創

り手として，予測不可能な未来社会を自立的に生き，社会の形成に参画するための資質・能

力を一層確実に育成していくことが必要である。その際，子供たちがＩＣＴ機器を適切・安

全に使いこなすことができるようネットリテラシーなどの情報活用能力を育成していくこ

とも重要である。 

 

本校の実態を改善することと，文部科学省のＧＩＧＡスクール構想を受けて，数学科が取り

組むべき課題を以下の２点とした。 

①ＩＣＴ機器を活用することで，計算の補助を行ったり，グループ活動を増やすことにより

数学的な思考に費やす時間を増やす。 

②文字だけではなく図や動画を活用し，目で見て数学的性質を感じ取り，論理を具体化させ

ていく。 

３．研究の目標 

 数学の授業において，１人１台配布された端末を活用していくことで，学習に対する意欲

を高められることを明らかにする。また，仲間と意見交換して，数学的な考え方を深められ

ることを明らかにする。 

 

４．研究の仮説 

仮説１ 端末を活用することで，意欲的に結果を考察したり，仲間との積極的な意見交換を

するようになり，数学の学習に主体的に取り組めるようになる。 

仮説２ 端末を活用し，より素早く計算したり，図形のイメージをつかんだりすることによ

り，学習に対する意欲を高めることができる。 



５．研究の方法・内容 

（１）本研究における定義づけ 

清水(2022)は「主体的に取り組む態度」について以下のように述べている。 

 

主体的に学習に取り組む態度の評価については，知識及び技能を獲得したり，思考力判断力，

表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取り組みを行おうとする側面と，その

中で自らの学習を調整しようとする側面の２つの側面から評価することが求められるとさ

れています。これまでの「関心・意欲・態度」の観点で行われた評価として,発言の回数や

宿題の提出の有無などで評価するだけでなく,生徒が自分の学習を振り返って，どこがわか

って，どこがまだよくわからないかを自分なりに理解すること,学習したことを基に，次は

どのようなことをやってみたいかなど,学習の自己診断と学習方略を生徒の言葉で表出で

きるようにし，それを学習評価の対象としていくことが大切になります。 

 

以上のことと，本校の実態と改善すべき課題から，本研究における①「粘り強い取り組みを

行おうとする側面」②「自らの学習を調整しようとする側面」について，以下のように捉え

るものとした。 

「主体的に取り組む態度」を育むとは 

①自らの手で図形を操作したり考察することにより，数学的な性質を粘り強く調べようと

すること。 

②他者との意見交換を深めていき，自らの課題を解決したり，新たな課題を見つけていこう

とすること。 

 

（２）研究の手だて 

①仮説１の手立て 

   実験の問題設定 

    chromebook を積極的に活用することで，個々の意見をお互いに確認しやすくなる

と考えた。特に，次のことを意識した。 

   ・ロイロノートを活用し，お互いの意見交換がしやすいようにした。 

   ・実験的要素を取り入れ，目で見て違いがわかるようなものを題材とした。 

   ・グループ内で役割を分担し，お互いの意見を取り入れられるようにした。 

 

以上のことを狙いとし，次の授業を行った。 

○速度の違うボールの飛距離を調べ，速度と飛距離の関係を調べる。（実践１） 

○長さの違うふりこを用意し，ふりこの長さと往復にかかる時間の関係を調べる。（実践２） 

 

 



②仮説２の手だて 

 デジタル教科書や geogebra などの教材を用いて，自らの手で図形を操作することによっ

て，つかみづらいイメージを具体化することができると考えた。自ら操作する楽しさもあり，

学習意欲の向上にもつながるのではないかと考えた。 

 

以上のことを狙いとし，次の授業を行った。 

○立体の展開図の様子を調べる。（実践３） 

○立方体の切り口にはどのようなものがあるかまとめる。（実践４） 

 

６．研究の実践 

（１）実践１「速度の違うボールの飛距離を調べ，速度と飛距離の関係を調べる」 

   ア 実験内容 

    野球部のピッチングマシーンで，時速４０ｋｍ，時速６０ｋｍ，時速８０ｋｍで発

射したボールの飛距離を調べ，速さと飛距離の関係を調べていく。 

 

   イ 展開 

    ・坂道を転がるボールにおいて，転がった時間と転がった距離の関係が２乗に比例

する関係であることを学んだ。 

    ・動画で，それぞれの速度で発射されたボールを撮影し，生徒の端末で好きなタイ

ミングで見たり止めたりして確認できるようにする。 

    ・速度と飛距離の関係をロイロノートにまとめて，考察を書く。 

    ・それぞれの考察をロイロノートで集約し，お互いに確認できるようにする。 

 

   ウ 実際 

    大型テレビで一斉に動画を見る場合と違い，自らの手で再生や一時停止をするこ

とができるので，記録をまとめたり再度確認したりと積極的な活動がみられた。 

    スプレッドシートを利用し，速さが何倍かされたときに，飛距離が何倍になってい

るかの計算が効率よく行えた。多くの生徒が関係性を見いだすことができた。 

    ロイロノートを利用することにより，より多くの生徒の意見を見ることができ， 

    考えを深めることができた。 

 

 

 

 

 

 



（２）実践２「ふりこの長さと往復にかかる時間の関係を調べる」 

   ア 実験内容 

１ｍ，２ｍ，３ｍ，４ｍ，５ｍの５つの振り子を用意し，それぞれのふりこが１０

往復する時間をはかり，ふりこの長さと往復にかかる時間の関係を調べていく。 

 

   イ 展開 

    ・前時の授業において，２乗に比例する関係が 

身近なものであることを学んだ。 

    ・用意した５つの振り子が往復する時間を 

chromebook のストップウォッチのサイトを 

利用して班ごとに計測。 

    ・出てきたデータを班ごとにスプレッドシートに入力して，１往復にかかる時間と

ふりこの長さの関係性をまとめ，考察する。 

 

   ウ 実際 

    今回は前回と違い，平方根に比例する関係なので，すぐに関係性を見いだすのが難

しかった。スプレッドシートを利用し，各班のデータ入力の様子をリアルタイムで

見ることが出来るのが良かった。考察中に他の班のデータを見ることにより，1.73

や 2.23 に近い数値を見つけ，それがどんなことを意味しているか探し出せること

が出来た。 

 

 

 

 

 

      → 

 

 

 

 

班ごとの入力シート。         各班で入力した内容がリアルタイムで 

                      反映される。他の班の計測結果をすぐに 

       比較検討することができる。 

 

 

      班で入力担当者，計測担当者などを分担。 

https://stopwatch.onl.jp/ 



（３）実践３「立体の展開図の様子を調べる。」 

   ア 授業内容 

    デジタル教科書を用いて，立体を実際に切ったり貼り付けたりして，立体の展開図

の様子をつかむ。 

 

   イ 展開 

    ・前回学んだ立体の特徴をまとめ，それぞれの立体を展開したらどのような図にな

るか考察する。 

    ・デジタル教科書を用いて，正四角柱，正三角柱， 

正四角錐，正三角錐，正八角錐，円柱，円錐を 

それぞれ切り開き，展開図をプリントに 

まとめていく。 

    ・展開図は一通りではないことに気づき， 

様々な展開図を書かせていく。 

    ・対称移動や回転移動して同一になるものなどに気づかせる。 

    ・それぞれの展開図の辺や頂点の関係について理解させる。 

 

   ウ 実際 

    理想は全ての生徒が立体模型などを用いて手を動かして，感覚をつかめることが

できるとよいが，コロナ禍により，１つの教材を多人数で触れたりすることができ

なくなった。展開図については，切ったり貼ったりする作業も手間がかかり，今回

のデジタル教科書を利用して，展開図の様子をつかませた。正八角錐などは，思い

もよらない形になることもあり，順番に展開図を書いていた生徒たちも早く正八

角錐に進みたいと意欲を見せていた。また正三角柱の展開図は全部で何種類ある

かなどを考えていた生徒もいた。 

 

（４）実践４「立体の切り口にはどのようなものがあるかまとめる。」 

   ア 授業内容 

    geogebra の教材を用いて，立方体をいろいろな角度から切って，どのような切り

口があるかまとめる。  

 

   イ 展開 

    ・立体の切り口は平面であることを確認する。 

    ・平面は３点を決めると一つに定まることを復習する。 

    ・geogebra の立方体の切り口のサイトにアクセスして，自ら点を操作して切り口

の様子を調べる。 



   ウ 実際 

    展開図のときと違い，切り口をイメージするのは具体物を用いるのが難しい。とく   

に定められた３つの点から切り口を作図するのはかなりの知識を要する。生徒たち

は geogebra を用いて３点を実際に操作して， 

いろいろな切り口ができることを確かめていた。 

五角形や正六角形などを見つけた生徒は， 

他の生徒にも積極的に教えあっていた。 

 

 

７．研究の考察 

（１）仮説１の考察 

 実践１ではそれぞれが，速度の２乗に飛距離が比例することを確認できた。はじめは，速

度と飛距離が比例の関係であると考えていた生徒もいたが，実験動画の飛距離を見ること

によりそこから比例の関係ではないことに気が付くことができた。 

 動画ではなく実演することもできたが，この実験では風の影響で思ったように飛ばない

こともあり，何度か撮り直している。考察をしやすい数値になるよう調節をしたことも含め

動画による実験結果の公開となった。 

 １人１台の端末があることにより，自らの手で動画を操作して確かめることができ，より

主体的に学べることができた。 

 実践２は実践１より難易度が高く，ストップウォッチで時間を測っていた生徒が１秒程

度ずれただけで考察に使う値にも影響するので，班によってはどのような関係があるか見

出しづらかった。スプレッドシートで計算を行い，３ｍのふりこの往復時間の計測結果が

1.73 倍になり，そこから√3を見出すことができたグループもあった。 

 生徒たちより「はじめはどんな関係があるかわかりづらかったが，データをまとめること

によって関係性がわかってきた」「スプレッドシートでの計算を覚えたら楽だった」「１つ打

ち間違えたら全然結果が違ったので、たしかめ算も必要だと思った」「ロイロノートで相手

の考えをよく確認できた」という感想があった。 

 事後アンケートでは「機器を活用することの良さを感じられた」が 94.2％，「仲間の意見

と自分の意見を比べて考えをまとめることができた」が 75.2％，「関数やグラフを用いて予

測を立てることは好きである」については事前の 34.0%から 47.8％へと少し上昇した。 

 スプレッドシートを用いて，リアルタイムにデータが入力されていき，他の班との意見交

換がより効率的に行えたものだと考える。ロイロノートを使い，いろいろな生徒の意見を見

ることにより，さらに考えを深めることができたのではないかと考える。 

以上のことから，chromebook などの端末を利用することにより，意欲的に結果を考察し

たり，仲間との積極的な意見交換が少しできるようになり，主体的に取り組める生徒が増え

たのではないかと考える。 



（２）仮説２の考察 

 実践３では，それぞれが端末を操作することにより，一人ひとりのペースにあった活動が

行えた。早い生徒は，次々といろいろな形の展開図を作ろうとしたり，同じ展開図になって

いないかの確認などを行っていた。 

 実践４では，何通りかはイメージできていたが，点を少しずつ動かして，どのような条件

で三角形や四角形になるのかを考えている生徒もいた。 

 生徒たちより「立体を動かすことができて面白かった」「切ったり貼ったりする操作が楽

だからいろいろ試すことができた」「思ってもいなかった図ができた」という感想があった。 

自分の手で，動かしていくことの楽しさを感じ取ることができたのは，１人１台端末を利用

することの大きなメリットであったと考えられる。 

 事後アンケートでは「機器を活用することの良さを感じられた」が 100.0％，「図形の面

積や体積を求めたり，性質を知ることは好きである」については事前アンケートの 37.2%か

ら 75.3％とかなり上昇した。 

 以上のことから，デジタル教科書や geogebra などの教材を用いて，自らの手で図形を操

作することによって，つかみづらいイメージを具体化することができたと考えた。自ら操作

することが楽しいと感じていた生徒も多く、主体的に取り組むことができたと考える。 

 また到達度の高い生徒は，まわりの生徒が見つけた展開図をまとめて，展開図が何種類く

らいあるのかや，回転・対称移動させたときに同じ展開図になるかどうかを，プリントにま

とめ，さらに深い性質を自ら探そうとしていた。自らの学習を調整しようとする側面も見ら

れたと考える。 

 

８．成果と課題 

（１）成果 

①コロナ禍によりグループ活動や接触なども制限される中，スプレッドシートを利用して，

リアルタイムにデータの集約を行ったり，ロイロノートを用いて周りの生徒たちの意見

をうまくまとめたりすることができた。考察からも７５．２％の生徒が「仲間の意見と自

分の意見を比べて考えをまとめることができた」とあった。今後さらに意見交換をしやす

い環境を模索していきたい。この授業を通じて，ＩＣＴ機器を適切・安全に使いこなして

いくための情報活用能力を育成することができたと考えられる。 

 

②今まで数学に苦手意識を持っている生徒は受動的な授業になりがちだが，１人１台の端

末を用いることで，主体的に活動をすることができていた。とくに，「図形の面積や体積

を求めたり，性質を知ることは好きである」と応えた生徒の割合が 37.2%から 75.3%へと

上昇したのは，自身による操作で，動画や立体を動かすことの面白さを感じられたからで

はないかと考える。 

 



（２）課題 

①数学の分野では計算することが好きだという生徒が最も割合としては多い。しかし，これ

から情報端末を利用するのが当たり前の時代になると，計算自体はコンピュータが行う

ことが増えてくる。お互いの情報共有を幅広く行えることにより意欲を上げることには

成功したが，式をどう立てていくか，すなわちコンピュータにどのように計算させれば良

いかを考えさせていく必要がある。その点に関してまだ生徒たちに考えさせることがで

きなかった。計算させることだけではなく，数学的な考え方の良さに気づかせる部分につ

いてはまだまだ達成度が低かったといえる。 

 

引用文献 

・清水宏幸：中学校数学「主体的に学習に取り組む態度」の学習評価完全ガイドブック，明

治図書，p3，2022. 

 

参考文献 

・文部科学省「子供たち一人ひとりに個別最適化され，創造性を育む教育 ICT 環境の実現に

向けて～令和時代のスタンダードとしての 1人 1台端末環境～」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料編 

実践１「速度の違うボールの飛距離を調べ，速度と飛距離の関係を調べる」 

ロイロノート（授業の導入時の振り返り問題）白紙のノートに考えを書き込む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ロイロノートで動画を見る様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

速度と飛距離の関係をまとめるシート（ロイロノート・個人用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボールの発射速度𝑥（km/h）と飛距離𝑦（ｍ）の関係を調べてみよう。 

 

調べ方の手順 

①ピッチングマシーンでいろいろな速度でボールを飛ばし，速度ごとに飛んだ距離を計測す

る。 

 

②計測した距離を記入する。 

 

③記入したデータをもとに，𝑥と𝑦の関係を見つけ，どのような関係になっているか考えよう。

気づいたことがあったら，友人と意見も交わしてみよう。 



それぞれの考察を集約する様子（ロイロノート・共有用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その後の練習問題（ロイロノート・個人用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



実践２「ふりこの長さと往復にかかる時間の関係を調べる」 

Google スプレッドシート（各班の入力フォーム） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Google スプレッドシート（各班が入力したデータを集約するシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



実践３「立体の展開図の様子を調べる」 

東京書籍デジタル教科書（１年） 

https://sw52.tsho.jp/03jk/m1/contents/m1_16/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



立体の展開図を調べよう      １年  組  番 氏名         

クロームブックを使って展開図を調べてみよう。書き込むときは，定規やコンパ

スを使わなくてもよいです。（そのかわり丁寧にきれいにかこう！） 

 

（１） 三角柱    （２） 円柱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 四角錐    （４） 円錐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すべて調べ終わったら，ほかの立体も自分で調べてみよう。 



実践４「立体の切り口にはどのようなものがあるかまとめる」 

Geogebra（立方体の切断面） 

https://www.geogebra.org/m/nbydfymy 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめシート 出てきた図形をチェックしよう 

三角形  ４つの角が等しい四角形（長方形）  

二等辺三角形  ４つの辺と角が等しい四角形（正方

形） 

 

直角三角形  五角形  

正三角形  正五角形  

平行な辺が一組もない四角形  六角形  

平行な辺が一組ある四角形（台形）  正六角形  

平行な辺が二組ある四角形（平行四

辺形） 

 七角形  

４つの辺が等しい四角形（ひし形）  八角形  

 

 


